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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【フロー体験からみたグッドワーク】 
日  程：平成２８年２月６日（土）13:00～17:50 

受講者数：１６名 

会  場：淡水サロン 

講  師：教授 山口隆英・梅野巨利・西井進剛、客員教授 大森弘 

ハワード・ガードナー、ミハイ・チクセントミハイ、ウィリアム・デイモンが行なったグッドワーク

に関する研究を紹介するとともに、身近にあるグッドワークを理解するための方法について講義を行い、

ワークショップを通じてグッドワークの理解を深めた。 

フロー体験の理解から始まり、グッドワークという状況を作り出し、実施していくことについて、大

森弘客員教授から受講者に対してレクチャーした。このレクチャーのポイントは、働く人がフローの状

態になるとはどういったことで、何が必要なのかを理解することであった。フローから、グッドワーク

という状況に仕事がなるために、必要なそれぞれのフィールドに存在する職業上の倫理観の存在が講義

された。 

次に、ハワード・ガードナー、ミハイ・チクセントミハイ、ウィリアム・デイモンの共同研究の成果

から生まれた本『グッドワークとフロー体験』の中身について、梅野教授、西井教授、山口から講義し

た。講義の内容は、グッドワークのフロー体験との関係といった理論的な内容、グッドワークの研究の

対象になった遺伝子学における研究者の使命と倫理観にかかわる部分、そして、社会全体の遺伝子とい

えるミームを伝える役割をになうジャーナリストの使命と倫理観にかかわる部分が紹介された。 

そして、３つ目のパートとして、グッドワークを理解するためのワークショップを実施した。西井教

授のファシリテータとして、ワークショップを進めた。ワークショップはワールドカフェ方式で実施さ

れ、参加者は４つの班に分かれて、フロー体験についての経験、グッドワークの経験、本に書かれてい

る遺伝子学分野での課題やジャーナリズムの課題について、テーブルごとにメンバーを入れ替えながら

議論を行なってもらった。その話し合った結果に基づいて、それぞれの班が考えるグッドワークにまと

めてもらった。グッドワークが実施されることで、単にお金儲けだけでなく、それぞれのフィールドで

培われてきた価値観を反映した仕事を実施し、その仕事の中でフロー体験をすることの重要性を認識し

てもらうことが重要であることを受講生に理解してもらった。 

グッドワークとは何かという点について、受講生からも示唆に富むフィードバックが得られたことも

あり、講師陣にとっても有意義な講座となった。 


